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各会派が実施した視察一覧 

 

視察月日 視察会派 視察先及び視察項目 

８月25日

～26日  

国民民主党・ 

無所属の会 

福岡県 

グローバルエコシステム形成の取組について 

一般財団法人九州オープンイノベーションセンター（福岡県福岡市） 

産学官連携による革新的イノベーション創出の取組について 

９月２日

～３日 
立憲民主党 

公益財団法人大阪産業局（大阪府大阪市） 

(１)５Ｇ関連ビジネス分野における官民連携の取組について 

(２)ものづくり中小企業の総合支援拠点におけるエコシステム形成の取組について 

11月 13日

～14日  
公明党 

愛媛県 

次世代モビリティ産業振興の取組について 

広島県 

カーボン・サーキュラー・エコノミー実現に向けた取組について 

未来のまちづくり推進特別委員会資料 

令 和 ８ 年 ２ 月 ５ 日 （ 木 ） 

資料１ 
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視察月日 視察会派 視察先及び視察項目 

11月 17日

～18日  
自由民主党 

公益財団法人大阪産業局（大阪府大阪市） 

大阪イノベーションハブについて 

合同会社月と（京都府京都市） 

月とにおける循環型経済の取組について 

京都府京都市 

京都市における循環型経済の取組について 

11月 17日  

 ～ 18日  

日本維新の会・ 

無所属の会 

兵庫県 

ひょうご神戸スタートアップ・エコシステムコンソーシアムについて 

株式会社紀陽銀行（和歌山県和歌山市） 

Ｋｅｙ Ｓｉtｅの取組について 

11月 17日  

 ～ 18 日  

地域政党 

よこはま 

岡山県岡山市 

ももたろう・スタートアップカフェの取組について 

国立大学法人岡山大学（岡山県岡山市） 

岡山大学研究・イノベーション共創機構の産官学連携の取組について 

※会派名称は視察実施時点のもの 
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令和７年度未来のまちづくり推進特別委員会中間報告書 構成（案） 

 
１ 付議事件 

経済成長及び国際都市・横浜の実現を目指すとともに、都市の成長の基盤を支える魅力と活力あるまちづくりの推進に関するこ

と。 

 

２ 調査・研究テーマ 

つなぐ―イノベーション推進と循環型経済のための多様な連携促進について 

 

３ テーマ選定の理由 

  人口減少や高齢化による税収の減少が見込まれる中、本市が地域経済の活力を維持し、魅力ある都市であり続けるためには、先

端技術などによるイノベーション推進と、それを実装し課題解決に生かすために、多様な主体が連携する必要がある。従来の行政

任せの枠組みによるイノベーションの推進には限界もあるのではないか。だからこそ、ひと・まち・技術や産官学が交流し、自律

的に拡張するエコシステム形成、すなわち“つながり”を推し進める必要がある。 

つながりは、主体だけでなく地域にも波及する。例えば都心部の先端技術を郊外部の農や緑、交通に活用するといった、都心臨 

海部と郊外部を技術革新でつなぐことで課題解決を図るということも必要である。特に２年後のGREEN×EXPO 2027 に向けて様々な

グリーンイノベーション、循環型経済（サーキュラーエコノミー) などにも注目し、「つなぐ―イノベーション推進と循環型経済の

ための多様な連携促進について」というテーマで調査・研究を行うこととした。  

 

４ 活動内容・意見等 

（１）令和７年６月６日 委員会開催（第１回） 

ア 議題 

令和７年度の委員会運営方法について 

未来のまちづくり推進特別委員会資料 

令 和 ８ 年 ２ 月 ５ 日 （ 木 ） 

資料２ 
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イ 委員会開催概要 

令和７年度の委員会運営方法について意見交換を行い、令和７年度の調査・研究テーマを「つなぐ―イノベーション推進と 

循環型経済のための多様な連携促進について」と決定した。 

ウ 委員意見概要（委員会における委員意見等を記載） 

（２）令和７年９月 26 日 委員会開催（第２回） 

ア 議題 

調査・研究テーマ「つなぐ―イノベーション推進と循環型経済のための多様な連携促進」について 

イ 委員会開催概要 

  調査・研究テーマに関連する本市施策等について、次のとおり当局から説明を聴取した後、意見交換を行った。 

【出席局】政策経営局、経済局、都市整備局、資源循環局 

（ア）経済の活性化に向けた都市づくりの方針について 

（イ）横浜市におけるスタートアップ・エコシステムの形成に向けた取組 

（ウ）横浜市の公民連携による資源循環の取組「横浜市資源循環推進プラットフォーム」 

（エ）サーキュラーエコノミーplus（横浜版地域循環型経済ビジョン）の展開 

  （当局説明の概要を記載） 

ウ 委員意見概要（委員会における委員意見等を記載） 

（３）令和７年 12 月３日 市内視察実施 

ア 視察概要 

調査・研究テーマに関連する取組等について、次のとおり市内視察を実施し説明を聴取した後、意見交換を行った。 

（ア）カルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社 

地域創生事例共有 

(イ) 横浜市立大学共創イノベーションセンター 

      産学官民連携の取組について 
（説明の概要を記載） 

イ 委員意見概要（視察における委員意見等を記載） 
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（４）令和８年２月５日 委員会開催（第３回） 

ア 議題 

調査・研究テーマ「つなぐ―イノベーション推進と循環型経済のための多様な連携促進」について 

イ 委員意見概要（委員会における委員意見等を記載） 

（５）次回委員会（第４回） 

当日の概要を記載 

 

５ つなぐ―イノベーション推進と循環型経済のための多様な連携促進についてのまとめ 

委員意見等から導き出される本委員会のまとめを記載 

 

（注：記載されている肩書・名称等は当時のものである） 
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